企業見学会・雑感

去る１１月１９日、機械卸業団地協同組合主催の合同企業見学会に参加させていただいた。

以下、その雑感である。

午前九時、協同組合会館前を出発、バスにて一路京都へと向かう。

約一時間後、久世郡久御山町にある京都機械工具株式会社（KTC）に到着。　同社は自動車をはじめとする機械類の整備工具、関連機器のトップメーカーである。まずは社内の施設である、ものづくり技術館にて事業概要、会社理念等についてお話を伺った。

取り組みとしては、一般的な、課長、部長といった肩書きだけではなく、“等級”という制度を

設けておられるとのこと。　より上位の等級をクリアすることによって、社内での資格や裁量権、ひいては報酬などの処遇が決定されるのである。　その中でも、グループ、チームをまとめる力があるか、報告、連絡が的確にこなせるか、というような、いわゆるコミュニケーション力の評価に重点をおいておられる印象が強かった。プレゼン技量、リーダーシップの充実化である。

もうひとつ大切にしておられると感じたのが、技術、技能の伝承である。

俗に言うコツ、勘どころ、といった数字や言葉でマニュアル化できないものをどう伝えるのか、どう受け止めるのか、製造業に限らず、昨今一番の課題とされている部分であろう。　これも、とどのつまりコミュニケーション力ではないのか。気持ちがあれば心は伝わる、とよくいわれるが、伝えたい、受け止めたい、という欲求こそが大切ではないのか、と感じる。　勿論そこには自分の思いを的確に伝えるための表現力、相手の気持ちを受け止めるための理解力が最も重要となってくるが、

講演後、見学ルートに沿って工場内を案内していただく。　　ここで拝見したのは単純な流れ作業的な工程ではなく、一人の熟練工さん（当然、担当資格が必要なわけだが）が複数の工程を受け持って、パーツから完成品までを加工し検査し組み立てする、というラインである。

実際、作業しておられたかたは、様々な加工機械を御自分の周囲にぐるりと配置し、十工程の流れを受け持っておられた。まさに職人技、それもすごいスピードで。　これもまた、作業に対するこだわり、責任感の向上を狙ってのことなのであろうと感じた。　作業する側からしても、完成させていくことでの充実感があり、前工程待ちなどでの時間ロスも無い。

昼食後、再びバスにて京田辺市へと移動、午後の見学先である椿本チェイン京田辺工場に到着。　同社は動力伝達部品、物品搬送部品としてのチェーンやタイミングベルトとその周辺機器のトップメーカーである。　京田辺工場はそれまで大阪市鶴見区で操業していたチェーン工場を２００１年に全面移転されたものだそうで、とにかく広大な敷地、美しい工場建屋が印象に残った。

取り組みとしては未来への挑戦、と地球環境への配慮、というお話であった。

“一滴の油もこぼさない、一粒の廃棄物質も持ち出さない”、との理念を掲げ、工場内で稼動している機械の潤滑油、冷却油に関しては、機械から漏らさない、漏れても床にこぼさない、さらには、万一こぼれてもただちに油吸着剤などで処理して環境に影響を与えない、という念には念を入れた万全の体制で臨んでおられるそうだ。　そのうえ、同工場敷地の地下には雨水を溜める貯水槽があるそうで、地面にこぼれた汚染物質が雨水から地下水に浸透して河川を汚染することのないよう水質浄化システムを通したうえで放流しているとのこと。　工場移転当時には、なにもそこまで、という声もあがったが、十年経って環境問題が益々重視されている今、あの時やってよかったと自負しています、と語っておられた。まさに未来への挑戦、であったのだと感じた。

広い敷地内はひたすら静かである。　この中でプレス作業のあの、ずっし～ん、が行われているのだとは考えられないほどに、今日は休業日なのかな、と思うほどに静かである。　建屋内を案内していただくと、いたるところに吸音材、防音材なのではないか（スタッフのかたへの確認はしなかったが）と思われるパッドが取り付けられている。やはりこれも環境への配慮、である。　

環境への配慮、と文字にすると堅苦しいが、なにも最初から地球規模で考えなくてもよい、まずは自分の職場から、気持ちよく仕事ができる環境をつくりましょうよ、そのことを大事だと考えましょうよ、ということなのだと拝見していて思い知らされた。

会社組織に限らず、地域社会、家庭内など複数の人間がひとつの目標にむかって進んでいくとき、意思の疎通、情報交換が最も重要であると考える。　コミュニケーション能力、感情表現の欠如、ひいては人間性の欠如といった昨今の社会問題も、人間関係に起因するものが多くあるのではないだろうか。　ものづくりの現場で取り沙汰されている後継者育成や技術伝承に関する諸問題も、人と人との関わりあいを考えていきさえすれば少なくともより良い方向へ向かっていけるに違いないと感じている。

初めてお目にかかる皆さん、それも部長さん社長さんといった、それぞれの事業所を代表するようなお歴々の方々とご一緒させていただくこととなり、前日まではいささか緊張もあったのだが、それにもかかわらず若輩者の私に旧知の間柄であるかのように気さくに接していただけ、非常に和やかな雰囲気の中での充実した見学会、あっという間の一日であった。　

文末ではございますが、この機会を与えてくださった機械卸業団地協同組合の皆様に

心からお礼申し上げます。　　誠に有難うございました。

